
2023.10.14





私たちの使命――愛情深い証人として生き、主のまもない再臨に備えて、三天使のメッセージの永遠の福
音をすべての人に宣べ伝えるイエス・キリストの弟子をつくること（マタイ28：18～20、使徒言行録1:8、黙
示録14：6～12）。

教団10年構想（宣教領域）の基本思想＝意識改革のための３つの柱となる概念 ２０２０年
この10年構想実現には信徒、牧師、教会の意識改革が必須である。意識改革は最も困難な改革と言われる
が、この改革なしに私たちの教会の未来はない。

「信徒は弟子に」
◆信徒は自らのために神の祝福を祈り求めるが、弟子は人々に祝福を分かち与えるために特に聖霊の注ぎ
を祈り求める
◆信徒は教会形成において牧師を支持し応援するが、弟子は牧師と共に献身し働き、牧師なしでも牧会、伝
道を推進する
◆信徒はキリストの福音を聞き信じるが、弟子はキリストの福音を生き、伝え、新しいキリストの弟子を生む

信徒一人ひとりが祈りや聖書のみ言葉を通してキリストとの個人的な愛の関係の中に毎日を生き、その愛
を周りの人々に現す真のキリストの弟子となる。個人的交わりと影響力によって真のキリストの弟子を育て
ることのできるキリストの弟子としての人材を育成する。子教会を生み出す真のキリストの弟子集団による
教会形成を目指し、集会場所としての建物を所有することを必ずしも目指さず、信徒リーダーによる小グ
ループや家の教会から成る共同体としての教会を多数形成していく。

「牧師は使徒に」「教会は光と塩に」

参考：教会指針2022 第６章





マタイによる福音書28：16～20弟子たちを派遣する＝【大宣教命令】

さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行き、イエスが指示しておかれた山に登った。
そして、イエスに会い、ひれ伏した。しかし、疑う者もいた。

イエスは、近寄って来て言われた。
「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。だから、あなたがたは（全世界に出
て）行って、すべての民（＝黙示録14：6 地上に住む人々、あらゆる国民、種族、言葉
の違う民、民族）をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼
を授け、あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。
⇒命令形＝イエスの御命令１１９
わたしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」

イエスは弟子たちに、外（→全世界）に出て弟子をつくり、信仰をもって教え、交わり
に導くように命じられた。心からイエス・キリストに従う者はみな、全世界を対象に弟
子づくりに従事しなければならない。





★黙示録14：6 わたしはまた、別の天使が空高く飛ぶのを見た。この天使は、地上に住む人々、
★あらゆる国民、種族、言葉の違う民、民族に告げ知らせるために、永遠の福音を携えて来て、
★マルコ16：20 結び二、永遠の救いに関する聖なる朽ちることのない福音を広められた。



使徒言行録１：8 【イエス、天に上げられる】
あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりで
なく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。

１

身近な（できる）ところから始める



使徒言行録１：8 【イエス、天に上げられる】
あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりで
なく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。

２



世に福音を伝えることによって、主の再臨を早めることが、われわれの力でできる。

われわれは神の日の到来を待っているだけでなく、これを早めるのである。

キリストの教会が命じられた働きを主がお定めになった通りにしていたら、

全世界に対する警告はすでに終わって、

主イエスは力と大いなる栄光をもってこの地上においでになっていたのである。

各時代の希望 第69章 オリブ山上で（希望への光P.1003～1008）




